






要約:小児白血病晩期中枢神経障害の実態を明確にするために種々の検討を行なった。全国

17 施設のアンケート調査によると晩期中枢神経障害の合併頻度は 3.7%であった。晩期障害

の詳細な検討を行なうために、微細脳機能障害徴候、知能テスト、心理テストを含めたテ

ストバッテリー案を作成した。試案にもとずき、脳微細小血管石灰化を合併する小児白血

病 4例にて検討したところ、本方法は概ね満足できる検査法と思われた。 


